
日本語教育機関

日本語教育ニーズの多様化を踏まえた
教育カリキュラム編成・質向上支援事業

就労分野における外国人の目的や受入れ先のニーズ等を踏まえた出口志向の教育高度化に向けて、日本語教育機関と企業等とが連携した教育カリキュラムの編
成・改善等に関する支援を実施し、教育カリキュラムの質向上に向けたプロセス・具体的方策・教育モデルを取りまとめ、広く日本語教育機関等に普及・展開。

令和7年度補正予算額 2億円

• 外国人労働者をはじめとする在留外国人が増加し、日本語教育機関においては就労を目的とする生徒割合が増加するなど、
我が国における日本語教育のニーズは増加するとともに多様化。

• 令和９年度から開始する育成就労制度では外国人労働者に対する認定日本語教育機関による日本語講習が制度化される
など、就労分野をはじめとする多様なニーズに対し専門的な日本語教育機関が質の高い教育を提供することが求められている。

• 従来は主に我が国の高等教育機関に進学しようとする留学生を対象に教育を行ってきた日本語教育機関が、多様な日本語学
習者に対してニーズに応じた教育を提供できる体制を早急に整備することが必要。

支援

成果の取りまとめ

【事業スキーム】
✓ 委託先：民間事業者
（受託機関から日本語教育機関等に
一部再委託）

✓ 件数等
９件程度
1件16百万円程度（再委託）

✓ 本事業を通じて確立した教育カリキュ
ラム等の質向上のモデルは、成果報告
書等を通じて広く普及することを想定

【教育カリキュラム等の課題例】
• 専ら試験対策を目的とする知識積上型カリ

キュラムの見直しの必要性
• 就労分野等、社会的ニーズの増加に応える

教育カリキュラムの必要性 等

「出口」志向（日本
語で何ができるか）
のカリキュラム・デザイン

認定日本語教育機関と「出口」
である企業等との連携推進

国
（
受
託
機
関
）

質向上プロセス・モデル等の確立・普及

日本語教育機関の質向上、認定日本語教育機関の活用促進

現状・課題

事業内容

（担当：総合教育政策局日本語教育課）

アウトプット（活動目標） 短期アウトカム（成果目標） 中期アウトカム（成果目標） 長期アウトカム（成果目標）

• 認定日本語教育機関の質向上
• 認定日本語教育機関の活用促進
• 外国人の能力向上・活躍促進、共生社会の実現

目的・出口志向の教育カリキュラムの構築に
よる修了者の活躍

教育カリキュラム等の編成・改善教育カリキュラムの質向上に向けたプロセス・
具体的方策・教育モデルの普及・展開

外国人の活躍の場（就
労先等）の具体的ニー
ズに応じた質の高いカリ
キュラムの構築

【我が国における外国人労働者数】

平成26年 令和６年

79万人 230万人

【日本語教育機関の卒業生の進路】

平成25年度 令和5年度

国内進学：80.5%
国内就職：3.1%

国内進学：78.9%
国内就職：10.0%
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